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連携・ 協力し ている団体など

子育て世代の課題解決の一環と し て、 鹿児島市南部親子集いの広場「 たにっ こ り ん」

で、 複数の交流会と 子ども の発達段階にあっ たレ ク リ エーショ ンの企画と 実践を行い

まし た。

西谷山小学校４ 年生に対し て、 生徒が出前授業を 行いまし た。 授業の中で障害のあ

る 人も ない人も 助け合う 「 共生社会」 実現のために、 学んだこ と を 今後活かし ていく

と 答えていまし た。

県内では、 初めて高校生が認知症カ フ ェ を 開催し ま し た。 地域の方が気軽に集え、

専門的な相談も でき る 場と し て、 地域の高齢者から 「 出前カ フ ェ 」 も 要請さ れ、 喜ば

れています。

谷山中学校２ 年生に対し て、 来校授業を 行いまし た。 地域の施設等から も 協力し て

いただき 、 体験を 通し て先進的な介護を理解し ても ら う こ と で介護のイ メ ージアッ プ

を図り まし た。

「 地域の親子と の交流」

「 小学生出前授業『 聞こ えないっ てどんなこ と ？』」

「 県内初！高校生が開催する『 開陽にじ いろ カ フ ェ 』」

「 中学生来校授業『 介護のイ メ ージを変えよう ！』」

市南部保健センタ ー、 市高齢者福祉センタ ー谷山、 市南部親子つどいの広場、 市長寿あんし ん相談センタ ー、 鹿児島県立盲学校、 県

く ら し 保健福祉部、 鹿児島国際大学福祉社会学部、 社会福祉法人旭生会、 社会福祉法人野の花会、 社会福祉法人喜入会、 社会医療法

人緑泉会、 谷山中学校、 西谷山小学校、 鹿屋市柳谷町内会（ やねだん）、 西谷山地区民生委員連絡協議会など。

　 本校の地域の課題は、 近年、 転入し た若い世帯と 昔から の

高齢者世帯のコ ミ ュ ニテ ィ 意識の低下、 核家族化によ る 子育

ての不安、 高齢者の孤独や介護問題、 防災に備える 連帯意識

の希薄化等があげら れます。

　 こ のため、 地域の子育て世代や高齢者と の交流、 ま た、 地

域に「 認知症カ フ ェ 」 がないこ と から 、 高校生主体で「 開陽

にじ いろ カ フ ェ 」 を開催し まし た。

　 2 年目から は市の広報誌にも 掲載さ れ、 今年度のカ フ ェ では

防災ミ ニ講座の開催や、 小中学生への福祉に関する 出前・ 来

校授業を生徒自身が行い、 新聞や TV でも 紹介さ れまし た。

　 本校は、 三課程を 有する 県内唯一の単位制高校で、 開校1 7

年の新し い学校です。 校訓は「 夢・ 実現」。 自由な校風で、 全

県下から 生徒が通学し ます。 全日制は、 普通科と 福祉科が設

置さ れていま す。 福祉科は、 介護福祉士養成校と し て、 地域

の社会福祉施設と 連携し ながら 、 質の高い介護人材の育成を

目指し ています。 ボラ ン テ ィ ア活動も 盛んで 、 地域に開かれ

た学校教育を展開し ています。

　 全国的に少子高齢化が進む中、 子供から 高齢者まで、 あら

ゆる 世代や多様な福祉ニーズに対応でき る 専門性の高い介護

福祉士の育成を 目標に、 地域に根ざし た施設や団体等と 連携

し た学びを 効果的に行いながら 、 地域福祉の課題解決につな

げら れる よ う な生徒主体の活動を 企画・ 実践し 、 地域福祉の

充実に貢献し ています。
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